
第３学年 算数科学習指導案

１ 単元名 ３けたの数の計算を考えよう

２ 単元の目標 筆算形式による３位数の加減計算の仕方について理解し，それを用いる能力を高める。

３ 単元の評価規準

【関心・意欲・態度】・数のしくみに着目したり既習の計算方法を活用したりして，筆算形式による

３位数の加減計算の方法を考えようとする。

【数学的な考え方】 ・筆算形式による３位数の加減計算を２位数の加減計算をもとに発展的に考え

る。

【表現・処理】 ・筆算形式による３位数の加減計算をすることができる。

【知識・理解】 ・筆算形式による３位数の加減計算の仕方を理解する。

４ 単元について

教材の関連と発展

第２学年 第３学年 第４学年

何十の計算 本単元 たし算とひき算の筆算 小数

・１０を単位とした計算 ・３位数＋２，３位数 ・小数第一位までの加減計算

・３位数－１～３位数

たし算のひっ算 暗算

・加法の筆算形式 ・２位数＋２位数の暗算

・２位数＋１，２位数＝２位数 ・２位数－２位数の暗算

ひき算のひっ算 そろばん

・減法の筆算形式 ・珠算の加法，減法

・２位数－１，２位数＝２位数

計算のくふう

・３口の数の加法（結合法則）

・３口の数の加減法の筆算

たし算とひき算のひっ算

・２位数＋１，２位数＝３

位数とその逆の減法

たし算とひき算

・加法と減法の相互関係

・テープ図の活用

本単元は，学習指導要領第３学年の目標を受けている。

(１）加法及び減法を適切に用いることができるようにするとともに，乗法についての理解を深め，

適切に用いることができるようにする。また，除法の意味について理解し，その計算の仕方を

考え，用いることができるようにする。

主な指導内容は，下記のように示されている。

Ａ（１）数の表し方についての理解を深め，数を用いる能力を伸ばす。

ウ 数の相対的な大きさについての理解を深めること。

Ａ（２）加法と減法

ア ３位数の加法及び減法の計算の仕方を考え，それらの計算が２位数などについての基本的な



計算を基にしてできることを理解すること。また，それらの筆算の仕方について理解するこ

と。

イ 加法及び減法の計算が確実にでき，それらを適切に用いること。

ウ 加法及び減法に関して成り立つ性質を調べ，それを計算の仕方を考えたり計算の確かめをし

たりすることに生かすこと。

本単元では，第２学年で学習した２位数の加法，減法の筆算をもとにして，３位数の加法や減法の

筆算の仕方を児童自らが考え出すことができるようにする。そして，発展として，４位数以上の加法

や減法の筆算も同じ手順や原理であることを理解し，類推的に考えられるようにする。

そこで，本単元は，次のような順序で学習を進めていく。

加法…①繰り上がりなし，一の位または十の位で繰り上がりのある筆算

②一，十の位で繰り上がりのある筆算

③十の位で波及的に繰り上がりのある筆算

④百の位で繰り上がりのある筆算

減法…①繰り下がりなし，一の位または十の位へ繰り下がりのある筆算

②一，十の位へ繰り下がりのある筆算

③一の位へ波及的に繰り下がりのある筆算

本時では，ひき算の筆算ゲームを取り入れて，できるだけ小さい答えを導くための決まりを見付け

ながら，３位数－３位数の筆算の仕方の理解を確実なものにしていく。

５ 指導計画

時 形 目標と学習活動／主な評価基準

態 ファイトコース チャレンジコース アタックコース

１ 習 【目標】１００を単位とする加減計算の仕方を理解し，その計算をすることができる。

熟 ・３０＋４０の計算の仕方を考

度 える。

別 ・３０－２０の計算の仕方を考

える。

・３００＋２００の計算の仕方

・３００＋２００の計算の仕方 を考える。

を考える。 ・３００－２００の計算の仕方

・３００＋４００＋６００の ・８００－３００の計算の仕方 を考える。

計算の仕方を考える。 を考える。 考何百＋何百，何百－何百の計

・９００－２００－３００の 考何百＋何百，何百－何百の計 算を，１００を単位にして考

計算の仕方を考える。 算を，１００を単位にして考 えている。

考何百＋何百，何百－何百の えている。

計算を，１００を単位にし

て考えている。

２ 【目標】３位数＋３位数の筆算の仕方を理解し，その計算をすることができる。

ケーキが３００円，シュー

クリームが２００円です。あ

わせていくらですか。

９００ページある本をき

のうまでに３００ページ読

みました。今日２００ペー

ジ読みました。あわせて何

ページ読みましたか。

８００ページある本をき

のうまでに，弟は３００ペ

ージ読みました。ぼくは，

２００ページ読みました。

ぼくののこりは何ページで

すか。

学校で集めるあきかんの

目ひょうの数は，４月が３

００こ，５月が４００こ，

６月が６００こです。目ひ

ょうの数は，あわせて何こ

になりますか。

学校で集める牛にゅうパ

ックの目ひょうの数は，全

ぶで９００こです。１月に

２００こ，２月に３００こ

集めました。３月に何こ集

めれば，目ひょうをたっせ

いできますか。

ケーキが３００円，シュー

クリームが２００円です。ち

がいは，いくらですか。



・４５＋７９の復習をする。

・場面をとらえ，立式につい

て考える。 ・場面をとらえ，立式について ・３４５＋４７９の筆算の仕方

・既習事項をもとに，５７２ 考える。 を考える。

＋３６５の筆算の仕方を考 ・既習事項をもとに，２４３＋ ・筆算の仕方をまとめる。

える。 ３７５の筆算の仕方を考え 関３位数＋３位数の筆算の仕方

・筆算の仕方をまとめる。 る。 を既習の筆算をもとに考えよ

関３位数＋３位数の筆算の仕 ・筆算の仕方をまとめる。 うとしている。

方を既習の筆算をもとに考 関３位数＋３位数の筆算の仕方 考２位数の加法の筆算の原理・

えようとしている。 を既習の筆算をもとに考えよ 手順をもとに，３位数の加法

考２位数の加法の筆算の原理 うとしている。 の筆算の仕方を考えている。

・手順をもとに，３位数の 考２位数の加法の筆算の原理・ 表筆算形式による３位数の加法

加法の筆算の仕方を考えて 手順をもとに，３位数の加法 計算ができる。

いる。 の筆算の仕方を考えている。

表筆算形式による３位数の加 表筆算形式による３位数の加法

法計算ができる。 計算ができる。

３ 【目標】３位数＋３位数の筆算の仕方を理解し，その計算をすることができる。

・３４７＋１７８を復習する。

・７８１＋４７５の筆算の仕方

を考える。 ・７８１＋４７５の筆算の仕方

・５８８＋７３５の筆算の仕 ・筆算の仕方をまとめる。 を考える。

方を考える。 関３位数＋３位数の筆算の仕方 ・筆算の仕方をまとめる。

・筆算の仕方をまとめる。 を既習の筆算をもとに考えよ 関３位数＋３位数の筆算の仕方

関３位数＋３位数の筆算の仕 うとしている。 を既習の筆算をもとに考えよ

方を既習の筆算をもとに考 考２位数の加法の筆算の原理・ うとしている。

えようとしている。 手順をもとに，３位数の加法 考２位数の加法の筆算の原理・

考２位数の加法の筆算の原理 の筆算の仕方を考えている。 手順をもとに，３位数の加法

・手順をもとに，３位数の 表筆算形式による３位数の加法 の筆算の仕方を考えている。

加法の筆算の仕方を考えて 計算ができる。 表筆算形式による３位数の加法

いる。 計算ができる。

表筆算形式による３位数の加

法計算ができる。

あきかんが何こかありま

す。２４３こをリサイクル

で持って行ってもらったの

で，のこりが３７５こにな

りました。あきかんは，は

じめ何こありましたか。

青羽小学校は，男の子が

５７２人，女の子が３６５

人，先生が５１人の小学校

です。全校じどうは何人で

すか。

あきかんが４月は３４５こ，

５月は４７９こ集まりまし

た。あわせて何こになりま

すか。

ケーキやさんがバレンタ

インの日のためにチョコレ

ートを午前中に５８８こ，

午後には７３５こ作りまし

た。あわせて何こ作りまし

たか。

青羽小学校は，男の子が

７８１人，女の子が４７５

人です。全校じどうは何人

ですか。

青羽小学校は，男の子が

７８１人，女の子が４７５

人です。全校じどうは何人

ですか。



４ 【目標】３位数－３位数の筆算の仕方を理解し，その計算をすることができる。

・１１５－９４の復習をする。

・場面をとらえ，立式について

考える。

・場面をとらえ，立式につい ・場面をとらえ，立式について ・既習をもとに３１５－１９４

て考える。 考える。 の筆算の仕方を考える。

・既習をもとに， ４０２－ ・既習をもとに８３８－５５９ ・筆算の仕方をまとめる。

１７５の筆算の仕方を考え の筆算の仕方を考える。 関３位数－３位数の筆算の仕方

る。 ・筆算の仕方をまとめる。 を既習の筆算をもとに考えよ

・筆算の仕方をまとめる。・ 関３位数－３位数の筆算の仕方 うとしている。

関３位数－３位数の筆算の仕 を既習の筆算をもとに考えよ 考３位数の加法や２位数どうし

方を既習の筆算をもとに考 うとしている。 の減法の筆算の原理・手順を

えようとしている。 考３位数の加法や２位数どうし もとに，３位数の減法の筆算

考３位数の加法や２位数どう の減法の筆算の原理・手順を の仕方を考えている。

しの減法の筆算の原理・手 もとに，３位数の減法の筆算 表筆算形式による３位数の減法

順をもとに，３位数の減法 の仕方を考えている。 計算ができる。

の筆算の仕方を考えてい 表筆算形式による３位数の減法

る。 計算ができる。

表筆算形式による３位数の減

法計算ができる。

５ 【目標】３位数－３位数の筆算の仕方を理解し，その計算をすることができる。

・１０２－７５の復習をする。

・場面をとらえ，立式に ・場面をとらえ，立式について ・場面をとらえ，立式について

つい て考える。 考える。 考える。

・既習をもとに，１０００－ ・既習をもとに，４０２－１７ ・既習をもとに，４０２－１７

１２６の筆算の仕方を考え ５の筆算の仕方を考える。 ５の筆算の仕方を考える。

る。 ・筆算の仕方をまとめる。 ・筆算の仕方をまとめる。

・筆算の仕方をまとめる。 関３位数－３位数の筆算の仕方 関３位数－３位数の筆算の仕方

関１０００－３位数の筆算の を既習の筆算をもとに考えよ を既習の筆算をもとに考えよ

仕方を既習の筆算をもとに うとしている。 うとしている。

考えようとしている。 考３位数の加法や２位数どうし 考３位数の加法や２位数どうし

考３位数の加法や２位数どう の減法の筆算の原理・手順を の減法の筆算の原理・手順を

しの減法の筆算の原理・手 もとに，３位数の減法の筆算 もとに，３位数の減法の筆算

順をもとに，３位数の減法 の仕方を考えている。 の仕方を考えている。

の筆算の仕方を考えてい 表筆算形式による３位数の減法 表筆算形式による３位数の減法

る。 計算ができる。 計算ができる。

表筆算形式による３位数の減

法計算ができる。

６ 【目標】学習内容を確実に身に付ける。

・「力をつけよう」に取り組 ・「力をつけよう」に取り組む。・「力をつけよう」に取り組む。

む。 ・「たしかめよう」に取り組む。・「たしかめよう」に取り組む。

・「たしかめよう」に取り組 表学習内容を正しく用いて問題 表学習内容を正しく用いて問題

かごにみかんが何こか入

っています。そこへ，１７

５こみかんを入れたので，

ぜんぶで４０２こになりま

した。みかんは，はじめ何

こありましたか。

かごにみかんが５５９こ

入っています。そこへ，何

こかみかんを入れたので，

ぜんぶで８３８こになりま

した。あとから入れたみか

んは何こですか。

１９４円のケーキと３１５

円のケーキがあります。

ちがいはいくらですか。

牛にゅうパックを，先月は

１７５こ，今月は４０２こ集

めました。ちがいは何こです

か。

牛にゅうパックを，先月

は１７５こ，今月は４０２

こ集めました。ちがいは何

こですか。

１２６円のチョコレー

トを買うのに，レジで 1000
円さつを出しました。おつ

りはいくらですか。



む。 を解決することができる。 を解決することができる。

表学習内容を正しく用いて問 知３位数の加減計算の仕方を理 知３位数の加減計算の仕方を理

題を解決することができ 解している。 解している。

る。

知３位数の加減計算の仕方を

理解している。

７ 【目標】３位数－３位数の筆算の最小値の求め方を帰納的に考え，筋道を立てて説明する。

本 考３位数の加法や２位数どうしの減法の筆算の原理・手順をもとに，３位数の減法の筆算の仕

時 方を考えている。

８ 【目標】３けたの数字をならべかえた最大の数と最小の数の差を計算するといつも同じ数にな

ることに気付き，数や計算の不思議さに興味をもつ。

表３位数の減法を正しく計算することができる。

考３位数の加法や２位数どうしの減法の筆算の原理・手順をもとに，３位数の減法の筆算の仕

方を考えている。

６ 本時の学習

（１）ねらい ３位数－３位数の筆算の仕方の理解をより深める。

（２）展 開

学 習 活 動 ○留意点 △評価

１ 問題場面を把握する。

T 今日は，ひき算の筆算ゲームをします。 ○題を板書する。

ひき算の筆算ゲームをしよう。

T 初めにルールを説明します。ここに，０～９の１０枚のカー ○ルールを板書する。

ドがあります。これを使ってゲームをします。

T まず，２人組になります。

T 次に，０～９の１０枚のカードの中から，６枚のカードを

見ないで取ります。

T そして，取った６枚のカードで，３けた－３けたの筆算を

作ります。 C１ C２
T 最後に，答えを出します。。 5 6 3 5 2 9
T やってみたい人？ － 4 2 1 － 1 0 4
C１ ６枚のカードを取ったよ。

C２ ぼくも取ったよ。 1 4 2 4 2 5
T 取ったカードを筆算の好き

なところに入れて，３けたの数を二つ作って計算しましょう。○３けた－３けたのひき算をす

T それぞれ筆算の答えはいくつになりましたか。 ることを意識させるために復

C３ １４２です。 唱するようにする。

C４ ４２５です。

T こんなときは，C１さんの勝ちです。 C２
C どうしてですか。 5 2 9
T このゲームは，答えが小さくなった方が勝 － 4 0 1
ちです。

C 並べ方をかえると，C ２さんの勝ちにな 1 2 8
るよ。

T そうですね。

T では，隣りの友達に負けないように，勝つための作戦を考

えながらゲームをしましょう。

T 百の位に０を置くことはできません。 ○カード配布



T 暗算はしてはいけません。 ○ワークシート配布

２ 自力解決する。 △すすんで数字を入れて，解決

しようとしている。

勝つための作せんを考えて，ペアでゲームをしよう。

○１つの考えだけでなく，いろ

いろな考えが見付けられると

どんな作せんを立てると，ゲームに勝てるのか いいねと声かけをする。

考えよう。 ○自分の考えを自由に表すよう

にする。

T どんな作戦を立てると，ゲームに勝てるのか書いてみよう。 △課題についての考えが一部分

でも正答であれば，○をつけ

て，自信をもてるようにする。

時には大きな声でよかった点

を褒めて，全体に広げる。評

C くり下がりを使って，答えが小さくなるようにする。 価と指導の一体化を図る。

C 十の位が小さくなるようにする。 ○机間指導をしながら数人の児

C くり下がりを使って，答えを１けたにした方がいい。 童に，黒板掲示用の画用紙を

C ２つの数をできるだけ近い数にする。 渡し，答えが１けたの筆算と

C 百の位を０にする。 考えを書くように指示をする。

３ 話し合い

T どんな作せんを立てると，ゲームに勝てるのかを隣りの友達 ○全体で発表する前に，隣り同

に紹介してみましょう。 士で話し合わせ，考えを共有

C 発表します。わたしは～という作戦です。 する。

○友達の考えのよいところを見

付けるようにする。

４ まとめる

T 作戦を整理してみましょう。 ○数人の児童の１けたの筆算と

T どの筆算でも言えることは何ですか。 考えを提示する。

C 答えが全部１けたになっている。

T そうだね。では，１分ぐらい時間をあげるので，友達がど

んな作戦を使ったかを考えてみよう。

T では，何人かの人に発表してもらいます。 ○一つ一つの考えに対して，同

C 答えを１けたにするために，百の位を０にする。 じ考えだったかどうか確認を

9 2 5
－ 1 0 4

8 2 1

4 0 1
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C 十の位をくり下がるようにする。 とり，新しい考えが出たら付

C ひかれる数の十の位に６つの数のうち，一番小さい数を入れ け加えをしていくようにする。

る。その下に一番大きい数を入れる。次に，差が１の数を百

の位に入れて，残りの二つの数を小さい数を上にする。

C くり下がりを２回にする。

C ほかの数でもできそうだ。

T 作戦がわかったところで，もう一度やってみましょう。 △今までの筆算の答えの中で，

T 今日は，すごい発見ができましたね。 一番小さい答えになったか。

T 今度の時間も３けたの数を使ってゲームをするよ。どんな

発見ができるか楽しみですね。

板書計画


